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SignincanceofAestheticProblemsin”PhysicalEducation”  
Sato血iHiguchi   
Thispaperconsistsoftwokindsofconsideration．Oneistocriticizesomeessaysabout  
“theaestheticsofphysicaleducation，”andtheotheris，basedonthatcriticism，tOClarifythe  
aesthetic problemsin“physicaleducation”andsuggesttheslgnincanceofthem．“Physical  
education”inthispapermeansonepartofeducation，Whichhasfunctionalimportance．  
Fromthecriticismonsomeessays，thefundamentalpointofviewforthatclarincationand  
SuggeStionwasindicated；   
（1）Theterm，‘theaestheticsofphysicaleducation，”isnotadequate．   
（2）The consideration ofthe aesthetic problemsin“physicaleducation”should be  
towardtheconcreteactivities，forexample，SPOrtOrdanceetc．，throughtheaesthetic  
COnSiderationofthem．   
The aesthetic problemsin”physicaleducation”were clari董iedin thelatterhalfofthis  
paper，andthesign漬canceofthemwassuggestedasfollows；   
（1）Thesignincanceisnotpracticaltotheactivitiesin”physicaleducation：，   
（2）Thesignincanceisbasedonthattheactivitiesin“physicaleducation”areessential1y  






































































































（1）西田正秋の論5）について   
本稿の最初でふれた，西田の「体育美学」とは一体  





































































きるのである。   


































つことができるのである。   













－169一   
れは一つの芸術形態となりうることに美的但拠が認治  














いうことである。   













































































ー170－   
動の成果との関係などが，もっと緻密に問題にされる  






要性を認識せざるをえないのである。   
① 松田義之の論1りについて   
最後に，『体育美学』を喜名に冠する著書として，  


































































































































① 「体育美学」というような学的体系を企てようと   
する試みは，問題そのものに本質的な難点をもって   
おり，「体育」における実学的問題の意義は，「体   
育美学」といった方向で考えられるべきではない。  
（D むしろ，「体育」という教育的営みのなかで実施   
される諸活動に見出される美的現象そのものに対す   
る美学的考察（例えばスポーツ美学など）を基盤に，   
「体育」というような営みのなかで美学的問題が成   
立することにいかなる意義があるのか，を考えるペ   
きである。  
（参 上のことに関連して，問題にされるべきなのほ，   
単なる「美しさ」のような美的意義ではなく，あく   
まで美学という学的成果から把握される美の問題で   
ある。   
次に，実際に考察を展開するための観点については，  
以下のようにまとめることができるであろう。  
（初 「体育」における諸活動にはダンスなどの芸術的   
行為が含まれており，そこに必然的に美学的問題が   
からんでくる。  
（9 「体育」においてなされる身体的活動の観察とい   
う点と，その実践という2点から，実学的問題が成   
立する。  























ー172－   
ニ…瑠せしめ，それに対してしだいに明瞭なる形態や秩  
子そ与える過程であるム そして第四段階は，完成ある  
．、は仕上げである。それは，作家の頭のなかにできあ  
：：った内面的形像を，一定の物質的素材と技法を用い  








うな問題意識をわれわれはもつことができるのであ   
















































































ー173－   
へとつながる教育のプロセスの，方法的視座を与えこ  
ことにはなるであろう。  






















































































































































































であろう。   
この価値の問題は，「どうしてダンスなんかやるの  
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